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第1セッション 第2セッション 第3セッション
琥珀・珊瑚（鳳凰の間） ルビー（レインボールーム） サファイア（レインボールーム）

司会：能島暢呂（岐阜大学） 司会：藤本一雄（千葉科学大学） 司会：紅谷昇平（人と防災未来センター）
13:00 A-1 B-1 C-1
13:15 A-2 B-2 C-2
13:30 A-3 B-3 C-3
13:45 A-4 B-4 C-4
14:00 B-11 B-5 C-5
14:15 B-12 B-6 C-6

司会：田中聡（富士常葉大学） 司会：岡西靖（横浜国立大学） 司会：澤田雅浩（長岡造形大）
14:45 S-1 B-7 C-7
15:00 S-2 B-8 C-8
15:15 S-3 B-9 C-9
15:30 S-4 B-10 C-10
15:45 S-5 C-11
16:00 S-6

発表12分、質疑3分　（10分1鈴、12分2鈴、15分3鈴）

休憩(14:30-14:45)

一般論文発表



論文リスト 

 

 

A-1
高密度微動観測結果による地盤の卓越周期と未固結層厚の関係
栗山利男

A-2
減災啓蒙のための地震時室内被害の映像データベースとその予備的分析
黒田真吾

A-3
高齢者の地震時室内安全対策に関する実践的研究－神戸市須磨区竜が台地区を事例として－
姜　信旭

A-4
ノンエンジニアド住宅の地震被害軽減方策に関する研究　-学際的，業際的，国際的なアプローチの提案-
楢府龍雄

B-1
観光客の視点に立った歴史都市における地域防災に関する研究-その1：京都市清水寺周辺地域における観光行動に関する調査-
朴ジョンヨン

B-2
観光客の視点に立った歴史都市における地域防災に関する研究-その2：地震災害を想定した観光客の防災意識と意思決定プロセスに関する調査-
崔　青林

B-3
都市部での土砂災害を対象とした住民組織，行政，大学，土木技術者が連携した取り組み　－クロスロードゲーム土砂災害都市部編の試行－
磯打千雅子

B-4
地域主体のまち学習における防災教育プログラム開発
岡西靖

B-5
地域防災対策と物流分野の事業継続計画
佐藤孝治

B-6
災害対策本部における物流体制の検証
今石佳太

B-7
地震防災意識に関するアンケート調査と防災情報システムに関する検討
久世益充

B-8
平塚市における地域の防災まちづくりに関するアンケート調査―アンケートの内容と分析結果の概要―
荏本孝久

B-9
AHPを用いた地震防災対策選択における意思決定に関する研究
藤本一雄

B-10
平塚市における地域防災カルテの作成―自治会を対象とした防災カルテ―
渡部英樹

B-11
認知症高齢者の地域生活安全に関する課題－神戸市須磨区Ｒ地区を事例として－
竹葉勝重

B-12
神奈川県における洪水ハザードマップの作成に関する研究―自主防災活動への活用を目的として―
寺園直人

C-1
伊豆大島における噴火
宇田川真之

C-2
2010年チリ地震津波に対する住民の避難行動トリガー
森 伸一郎

C-3
新潟県中越地震における集落内生活再建の状況　-小千谷市東山地区を事例として-
澤田雅浩

C-4
海外観光地における被災者に対する記憶のゆくたて-インド洋津波における邦人の慰霊を手がかりに-
井出明

C-5
ソーシャルキャピタルと地域の防犯性因果モデルについての検討―構造方程式モデリングを用いて―
松川杏寧

C-6
防災関連学会の研究分野の動向分析に関する基礎的研究
近藤伸也

C-7
日本で運用可能なUS&R訓練施設の設計資料集成の作成検討
吉村晶子

C-8
危機対応における業務ノウハウ蓄積手法確立のための思考プロセスの解明
東田光裕

C-9
分散型災害時住民避難・安否確認支援システムの構築の可能性
有馬昌宏

C-10
東南海、南海地震における広域避難の可能性と条件
紅谷昇平

C-11
効果的な地域防犯活動のためのボランティア支援システムの開発
沼田 宗純

S-1
平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震における津波災害の災害ポテンシャルに関する検討
林　孝幸

S-2
被害想定と津波ハザードマップを用いた東日本大震災津波被災地における被害状況の考察
杉安和也

S-3
2011年東北地方太平洋沖地震における東京の超高層マンションでの揺れに関するアンケート調査
翠川三郎

S-4
東日本大震災における供給系・通信系ライフラインの復旧概況
能島暢呂

S-5
東日本大震災時のパニック購買の規定因に関する基礎的研究：インターネット調査結果から
松本亜沙香

S-6
東日本大震災における災害時要援護者への対応について－仙台市の対応を中心として－
石川永子


